
2024年3月26日

【報道関係者様 問い合わせ先】

株式会社スタッフサービス・ホールディングス 広報部 野坂・野崎

TEL：03-5209-7177 / メール：ssg-pr@staffservice.ne.jp

野坂（携帯）080-3317-6920 / 野崎（携帯）080-4458-5599

人材総合サービスを全国で展開する株式会社スタッフサービス・ホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役社

長：阪本耕治）は、20歳～69歳までの外国人と一緒に働いている（働いたことのある）ビジネスパーソンの1,467人（管理職、

一般社員）を対象に、「職場における外国人活用とコミュニケーション関する実態調査」を実施しました。（調査概要：P8）

現在、人口減少や少子高齢化の進行に伴い、人手不足が深刻化している中、注目をあびているのが、「外国人の雇用」です。

政府も、外国人労働者を積極的に受け入れる制度を整えており、2024年1月の厚生労働省の発表(※)によれば、2023年10

月末時点での外国人労働者数は 2,048,675 人で前年比 225,950 人増加し、初の200万人超えとなり、過去最高を更新

しました。

スタッフサービスグループでは、「外国人労働者」を巡る環境が目まぐるしく変わる中、実際に外国人と一緒に働く人々（働いたこ

とのある人々）の実態や意識の変化を見出すため、調査をおこないました。スタッフサービスグループは、経営理念「チャンスを。」の

もと、一人ひとりの価値観や意識の変化を捉え、“より良い働く”の実現を目指します。
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【職場における外国人活用とコミュニケーションに関する実態調査】

外国人活用の目的は「人手不足の解消」が4割でトップ

一方で、外国人と一緒に働いたことのある人の3割が「職場の多様性を感じられた」と回答

8割弱が今後も一緒に働きたいと前向きに考えている

＜調査結果のポイント＞※調査詳細は次ページ以降をご参照ください

⚫ 一緒に働いている（働いたことのある）外国人の出身の1位は中国、2位はベトナム、3位はフィリピン。（P.2）

⚫ 職場で一緒に働いている（いた）外国人は5人以下が半数以上。（P.2）

⚫ 外国人を活用する理由は、「人手が足りない」が１位（39.6%）。「出身国は問わず人材採用をしている（
26.0%)」 職場も多く、全体的に「人手不足」が感じられる結果に。（P.3）

⚫ 一緒に働く外国人に求める理想的な日本語レベルは、「会話」、「読み書き」両方ともに高めな結果に。「会話」
と「読み書き」を比較すると、「会話」を重視する傾向。（P.4）

⚫ 求める日本語レベルは高いが、職場で外国人が日本語を学べる制度・機会は少ない。 （P.4）

⚫ 外国人と一緒に働いている（いた）時、コミュニケーションで困ったことが「ある」と答えた人が45.8％、難しい
と思うのは「言葉の問題」、「日本語力不足」、「日本のビジネスマナー・商習慣の知識不足」（P.5）

⚫ 外国人と仕事をすることで心がけていることは「分けへだてなく接すること」、「平易な日本語で話すこと、書くこと」、
「あいまいな表現を避け、具体的に伝えること」。（P.6）

⚫ 一緒に働いている外国人に仕事上で期待していることの1位は、「今の職場に長く勤めてほしい」。（P.6）

⚫ 「雇用して良かった点」、「一緒に働いて良かった点」は、「人手不足の解消」だけでなく、「多様性」を感じられた
こと。（P.7)

⚫ 「今後も外国人を活用したい」という管理職クラスの人が8割以上、「今後も外国人と一緒に働きたい」と答え
た一般社員クラスの人も8割弱、という結果に。（P.8)

(※)厚生労働省 「外国人雇用状況」の届出状況まとめ【令和５年10月末時点】（2024年1月発表）

mailto:ssg-pr@staffservice.ne.jp


調査結果① 外国人の出身地/職場にいる外国人の数

●一緒に働いている（働いたことのある）外国人の出身の1位は中国、2位はベトナム、3位はフィリピン。

Q1. 外国人と一緒に働いている（いた）時のあなたの職場で、雇用している（いた）外国人の出身はどこですか？
（MA：n=1467)

●職場で一緒に働いている（いた）外国人は5人以下が半数以上（50.7%)。

Q２. 外国人と一緒に働いている（いた）時のあなたの職場では、何人の外国人が働いていますか（いましたか）？
（SA：n=1467)

・業種別にみると、「製造業・工場勤務」でベトナム・フィリピンが中国に続いて多く、「建設業」ではベトナムが1位
（44.5%)、「医療・福祉」ではフィリピンが１位（35.5%)となっている。
※■1位、■注目ポイント

（％）
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1467 42.5% 27.3% 18.5% 16.0% 12.4% 10.2% 6.8% 6.6% 6.6% 6.1% 5.7% 2.4% 12.5%

製造業・工場勤務 200 40.5% 25.0% 26.5% 8.5% 8.0% 12.0% 6.0% 17.5% 11.0% 6.5% 6.5% 7.0% 10.0%

製造業・オフィス勤務 200 54.5% 11.0% 7.0% 21.5% 25.0% 7.5% 1.0% 4.0% 11.0% 2.0% 8.5% 0.5% 15.5%

飲食・外食サービス業 200 50.0% 30.0% 14.0% 22.0% 11.5% 5.0% 15.0% 4.0% 4.5% 7.0% 3.5% 4.0% 17.5%

卸売業・小売業 200 54.0% 17.5% 9.5% 18.5% 13.5% 7.0% 4.5% 4.5% 5.0% 4.0% 7.5% 1.5% 13.0%

その他サービス業 200 42.0% 23.5% 18.5% 27.0% 19.5% 11.5% 10.5% 4.5% 6.0% 6.0% 7.5% 0.5% 14.0%

建設業 200 29.0% 44.5% 20.0% 7.5% 8.5% 9.5% 4.5% 8.5% 4.0% 6.5% 5.5% 0.0% 8.0%

医療・福祉 200 30.0% 32.5% 35.5% 10.5% 4.0% 13.0% 7.5% 3.0% 2.5% 10.0% 1.5% 3.0% 7.0%

農林・水産業 67 12.0% 16.0% 4.5% 1.5% 1.0% 9.0% 1.0% 2.5% 4.5% 2.5% 1.5% 1.0% 6.5%
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全体 39.6% 26.0% 20.7% 19.1% 18.8% 13.7% 9.1% 8.0% 4.0%

製造業・工場勤務 42.0% 14.0% 14.0% 14.0% 14.0% 10.0% 22.0% 5.0% 9.0%

製造業・オフィス勤務 15.0% 26.0% 25.0% 30.0% 21.0% 19.0% 5.0% 4.0% 7.0%

飲食・外食サービス業 60.0% 41.0% 19.0% 13.0% 17.0% 8.0% 10.0% 14.0% 0.0%

卸売業・小売業 25.0% 19.0% 36.0% 18.0% 24.0% 18.0% 5.0% 5.0% 6.0%

その他サービス業 22.0% 30.0% 29.0% 24.0% 25.0% 19.0% 3.0% 11.0% 0.0%

建設業 42.0% 28.0% 17.0% 26.0% 21.0% 10.0% 6.0% 5.0% 5.0%

医療・福祉 65.0% 25.0% 8.0% 11.0% 12.0% 13.0% 12.0% 10.0% 1.0%

農林・水産業 65.2% 21.7% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 13.0% 17.4% 4.3%

調査結果② 外国人を活用する理由

●外国人を活用する理由は、「人手が足りない」が１位（39.6%）。「出身国は問わず人材採用をしている
（26.0%)」 職場も多く、全体的に「人手不足」を感じられる結果となった。

・業種別にみると、「外国語が必要な仕事があるから」という理由が「卸売業・小売業」では36.0%、と「その他サービス
業」では29.0%と、1位に。また、「製造業・オフィス勤務」では、「高い技術をもっているから」という理由が30.0％で、1
位となった。人手不足だけではなく、外国人だからこそ採用したいという理由も高くなっている。
・その他では、「卸売業・小売業」では、24.0%の人が、「その他サービス業」では25.0%の人が「多様性を促進したい
から」という理由を挙げている。

Q3.外国人と一緒に働いている（いた）時、あなたの職場で外国人を活用している（いた）理由は何ですか。
（MA：n=723) ※経営者・役員クラス・部長クラス・次長・課長クラス（店長・所長など）・係長クラス（副店長・工場長など）による回答
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※■1位、■注目ポイント



調査結果③ 外国人に求める理想的な日本語レベル

●一緒に働く外国人に求める理想的な日本語レベルは、「会話」、「読み書き」両方ともに高めな結果に。
「会話」と「読み書き」では、「会話」を重視する傾向。

●求める日本語レベルは高いが、外国人が日本語を学べる制度・機会は少ない。

・「会話」については「日本人と同じように日本語で会話することができる（29.9%)」が最も高くなった。「読み書き」につ
いても同じく「日本人と同じように日本語で読み書きすることができる（22.4%)」と最も高くなったが、「会話」に比べて
7.5ポイント低い結果に。さらに「日本語で読み書きする力は問わない」と答えた人が12.1％となった。

・外国人と一緒に働いている（いた）時に、あなたの職場では外国人が日本語を学べる制度・機会はありましたか？
という質問に対して、「はい」と回答した人が31.8％、「いいえ」と答えた人が53.4％となった。

Q4. 「会話」について、一緒に働く外国人に求める理想的な日本語レベルはどれぐらいですか？（SA：n=1467)左図

Q5. 「読み書き」について、一緒に働く外国人に求める理想的な日本語レベルはどれぐらいですか？（SA：n=1467)右図

Q6. 外国人と一緒に働いている（いた）時に、あなたの職場では外国人が日本語を学べる制度・機会はありましたか？
（SA：n=723) ※経営者・役員クラス・部長クラス・次長・課長クラス（店長・所長など）・係長クラス（副店長・工場長など）による回答

（％）

（％） （％）
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調査結果④ 外国人とのコミュニケーションについて

●外国人と一緒に働いている（いた）時、コミュニケーションで困ったことが「ある」と答えた人が45.8％、
難しいと思うのは「言葉の問題」、「日本語力不足」、「日本のビジネスマナー・商習慣の知識不足」

・外国人と一緒に働いている（いた）時、コミュニケーションで困ったことが「ある」と答えた人が45.8％、「ない」と答えた
人が54.2％で「ない」と答えた人の方が上回った。
・「ある」と答えた人が、コミュニケーション上、難しいと思うことの1位は「言葉の問題で意思の疎通がしづらいこと（57.3
％）」で、6割近くの人が「言葉の問題」と回答した。2位が「日本語力の不足からミスや誤解が起きること（32.3％）」
3位が「日本のビジネスマナーや商習慣を知らない・実践できないこと（30.4％）」という結果となった。

Q7.外国人と一緒に働いている（いた）時、コミュニケーションで困ったことはありますか？（SA：n=1467)。

Q8. 外国人と仕事をしていて、コミュニケーション上、難しいと思うのはどのようなことですか？（MA：n=672)
※Q7で「ある」と答えた人による回答

（％）
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調査結果⑤ 外国人と仕事をする上で心がけていること

●外国人と仕事をすることで心がけていることは「分けへだてなく接すること」、「平易な日本語で話すこと、書く
こと」、「あいまいな表現を避け、具体的に伝えること」。
・外国人と一緒に働いている（いた）時、コミュニケーションで困ったことが「ある」人と、「ない」人で比較したところ、「な
い」と答えた人の方が、「分けへだてなく接すること」が9.1ポイント高く、積極的にコミュニケーションを取ろうと努力してい
ることがわかった。

●一緒に働いている外国人に仕事上で期待していることの1位は、「今の職場に長く勤めてほしい(35.7%)」。

Q9.外国人と仕事をする上で心がけていることは何ですか？（MA：n=1467）
※Q7で「ある」と答えた人と、「ない」と答えた人の比較

Q10. 一緒に働いている外国人に仕事上で期待していることは何ですか？（MA：n=1467）
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調査結果⑥ 外国人を雇用して（一緒に働いて）良かった点

●「雇用して良かった点」、「一緒に働いて良かった点」は、「人手不足の解消」だけでなく、「多様性」を感じられ
たこと。
・管理職クラスの人に「外国人を雇用して良かった点」について聞いたところ、「人手不足を解消できた（40.1％）」が1
位となったが、2位が「多様性を促進できた（26.7％）」、3位が「社内が活性化した（20.7％）」となった。
・一般社員クラスの人には、「外国人と一緒に働いて良かった点」について聞いたところ、「人手不足を解消できた（34.3
％）」が1位となったが、2位が「多様性を感じられた（31.0％）」となった。

Q11.外国人を雇用して良かった点はなんですか？（MA：n=723)
※経営者・役員クラス・部長クラス・次長・課長クラス（店長・所長など）・係長クラス（副店長・工場長など）による回答

Q12.外国人と一緒に働いて良かった点は何ですか？（MA）(n=744)
※主任クラス（バイトリーダーなど）、一般社員、専門職・特別職、その他による回答
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調査結果⑦ 今後について

●「今後も外国人を活用したい」という管理職クラスの人が8割以上(83.3%)、「今後も外国人と一緒に働き
たい」と答えた一般社員クラスの人も8割弱（76.7%)という結果に。

Q13.今後も外国人を活用したいと思いますか？
（SA：n=723)
※経営者・役員クラス・部長クラス・次長・課長クラス（店長・所長など）・

係長クラス（副店長・工場長など）による回答

Q14.今後も外国人と一緒に働きたいと思いますか？
（SA：n=744)
※主任クラス（バイトリーダーなど）、一般社員、専門職・特別職、

その他による回答

深刻な人手不足により、外国人の活用が進んでいます。今回は、実際に外国人と一緒に働いている人、これまで一緒に
働いたことのある人に絞って外国人労働者の日本語力や職場のコミュニケーションについて調査しました。多くの人が「外国
人を活用する理由」について、「人手不足の解消」を挙げていますが、「雇用して良かった点」、「一緒に働いて良かった点」に
ついて聞いてみると、「人手不足の解消」だけでなく、「多様性」を感じられたことを挙げる人が多い傾向がみられました。

また、一緒に働く外国人に求める理想的な日本語レベルは、「会話」、「読み書き」両方ともに高めな結果となりましたが、外
国人が日本語を学べる制度・機会は半数以上がないと少ない状況で、外国人を受け入れる際の体制づくりについては、改
善の余地がありそうです。

外国人とのコミュニケーションについては、困ったことが「ある」と答えた人が45.8％で、「ない」と答えた人を下回りましたが、「あ
る」と答えた人は、「言葉の問題」、「日本語力不足」、「日本のビジネスマナー・商習慣の知識不足」について難しさを感じて
いるようです。一方で、困ったことが「ない」と答えた人が54.2％おり、外国人と円滑なコミュニケーションできている現状もうか
がえます。

最後に、「今後も外国人を活用したい」と答えた人が管理職クラスでは8割以上、「今後も外国人と一緒に働きたい」と答え
た一般社員クラスの人も、8割弱という結果となり、多くの人が外国人と一緒に働くことを前向きに捉えていることがわかりまし
た。

総括

＜調査概要＞
■調査方法：インターネット調査
■調査期間：2024年３月９日（土）～2024年３月12日（火）
■調査対象：全国在住20歳～69歳男女（外国人と一緒に働いている、働いたことのある人）
※SA＝単一回答、MA＝複数回答
※本調査リリースの調査結果・グラフをご利用いただく際は、必ず【スタッフサービス・ホールディングス調べ】とご明記ください。

※構成比の数値は四捨五入しているため、合計が100％にならないことがあります。

※管理職＝経営者・役員クラス・部長クラス・次長・課長クラス（店長・所長など）・係長クラス（副店長・工場長など）による回答

※一般社員＝主任クラス（バイトリーダーなど）、一般社員、専門職・特別職、その他による回答

製造業・工場勤務 製造業・オフィス勤務 飲食・外食サービス業 卸売業・小売業 その他サービス業 建設業 医療・福祉 農林・水産業 合計

管理職 100ss 100ss 100ss 100ss 100ss 100ss 100ss 23ss 723ss

一般社員 100ss 100ss 100ss 100ss 100ss 100ss 100ss 44ss 744ss

合計 200ss 200ss 200ss 200ss 200ss 200ss 200ss 67ss 1467ss

83.3

（％）

76.7

（％）
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【報道関係者様 問い合わせ先】

株式会社スタッフサービス・ホールディングス 広報部 野坂・野崎

TEL：03-5209-7177 / メール：ssg-pr@staffservice.ne.jp

野坂（携帯）080-3317-6920 /野崎（携帯）080-4458-5599

■スタッフサービスグループ概要

創 業 ： 1981年11月29日

代 表 ： 阪本 耕治

本 部 ： 東京都千代田区神田練塀町85 JEBL秋葉原スクエア

事業内容 ： 人材派遣（事務職、技術者、ITエンジニア、製造業務、医療・介護分野）、紹介予定派遣、

人材紹介、業務請負

売 上 高 ： 3898億円（2023年3月期）

従業員数 ： 5,079人（2023年4月現在）

拠 点 数 ： 国内156拠点（2023年4月現在）

U R L ： https://www.staffservice.co.jp/company/

■株式会社スタッフサービス・ホールディングス概要

代表取締役社長： 阪本 耕治
設 立 ： 1990年2月28日（2002年4月1日、持株会社体制に移行）

所 在 地 ： 東京都千代田区神田練塀町85 JEBL秋葉原スクエア

■（ご参考）スタッフサービスグループの外国人派遣スタッフの展開、母語サポート体制について

スタッフサービスグループの製造分野で人材総合サービスを展開するテクノ・サービスでは外国人派遣スタッフの展開
もしています。現在、全国で約1,200人が当グループを通じて就労しています。

大きな特長は、日本語の壁を感じる外国人が少なくない中、母語でサポートする体制を整えていることです。現在
の対応言語は「英語」「ポルトガル語」「タガログ語」「中国語」「ベトナム語」「日本語」で、当グループの外国人従業
員が母語で、就労前、就労中、就労後にサポートしています。そのほか、年末調整など複雑なシステムなどについて
解説するグローバルサイトも展開しており、テキストや動画で説明を聞くことが可能です。

詳しくは当グループの公式SNS「note」記事もぜひご覧ください。

スタッフサービスグループ【公式】note：https://note.staffservice.co.jp/all

「42ヶ国、1,100人以上の外国人を全国に派遣する会社の工夫とは？」

https://note.staffservice.co.jp/n/n12c990e671e4

「バングラデシュから留学中。日本語勉強中でも安心して働ける職場に出会えた」

https://note.staffservice.co.jp/n/n02633c303457
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